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FE Ah HR AM HR PR b Kermes JB Vc uk > TC 
A 4 m zo 
On the Genüs Kermes in the Eastern, Asia. By ie Kuwana, 


` MER Kermes 057 IKE CU GO A BIG ACIE OTES. 
Eur FX [BE ES PER 筆者 は 19304 O XESKOD e. 

に 朝鮮 及び 支那 方 面 よ 2 OD RENE SED 6 Melt ALD bO 2 AF 
PHO T CURRUS ES SEM MR PHC Bl EGET. LOE 
WUT LLC Lo 未だ 充分 探索 を 試み た 理 で な いか ら 朝 鮮 及 び 支 那 方 面 
に は 珍し き 多 く の 種 類 が 信 後 の 探 集 家 を 侯 つ こと と 思ふ 。 筆者 は 此 の 小作 が 。 - 
東 涯 に 於 ける Kermes 局 の 研究 の 一 助 と る な れ ば 冶 外 の 葵 足 と する 所 で ある 。 

終り に 標本 の 門 集 其他 に 開 し 多大 の 助力 を 給 ひたる 各位 退 に 容 主 植物 名 竹 

(OS JI eH OBA AE し 感謝 いた し ます 。 


1. e メ 5 マカ ヒガ 5 ム シ Keres miyasakti KUwANA. 


“RIMES 1907 del ape RRNA 290 (Imp. Agr. Exp. Sta, 
Japan, Bull. - vol.I, no.2, P.I81.) に ESTO THRE ALEAT, 寄主 
FEDS 2 AX" Quercus acutissima (Quercus serrata & *5 (dae) Cy AR 
本 の 探 集 場所 は 西ヶ原 で ある 。 採集 年 月 は 19034 6 月 で あつ た 。 

| 本 種 は 東京 市 導 外 に 於 て 匠 通 に 見 受 く る も の で : 生 越 的 研究 は 未だ 全く 餅 
け て ゐる ち も 、 年 1 同 の 北 生 を 堂 み 、 Att 5 FOREN e e Bo DELIE 
AS 寄生 する の を 見 出す 。" l 


2. ナリ タマ カビ ヒガ ラム シ Kermes nawae Kuwana. 


本 介 殻 急 は 19024 REDS y Av = TER EHE. (Proc. cal. Acd. Sci, (8), 
iii. P. 49) に 於 て 、 新 種 と LTBRLELDCHS. 基 型 標本 は 故 名 和 靖 氏 
か ら 送 られ だ た る も の で , 寄主 植物 は ナラ -Quercus serrata (Quercus glandulifera 
ERB) RU RHET Cb 5, REAR EAMBL ORE 


Ch 155 5 1 ghar 和 6 4193) l 
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下 で , クロ ウメ モドキ Rhanus japonica var. genuina に 寄生 の も O PAE E [n] 


定 し た が 、 後 日 CE 6 Ti 調 の 結果 クロ ウメ モドキ の も の は Lecanium Kunoensis 
Kuwana で ある て. l DHEA Lik, JEQGHUES ARINZE C2 9 Castanea pubi- 
nervis CREO & Oe SERE k 0 B brio 19301854925 [9 HUGE 
Kermes AO MERR S AOD AAO BA 6 WEIER LC KRUT 
ADOR AD EEA SJ REL ARA HAMS EG RS し 、 


AGE SARA % EIET C ARRAL E AZ BED TD. RECRE - 


MOROK MUTH RR L UTR SNEOCARORUTH 2E 
る か と 云 ふ こと で ある ぁ 。 BHEOREUNS CHE UTE SRI CRE 
の も の は 最初 新種 か と 思 は れ た が 、 比較 研究 の 結果 は 多少 小形 な る 程度 し か 
ZR. - 本 種 と 司 別 する こと か 出来 ぬか ら 、 Shi AS HODES CAREER 
定 し て 置く こと に し た 。 


38. ナラ ラ A マカ ヒ ガラ ラ "t シシ Kermes nakagawae Kuwaxa, 


AJ PEREAT VA DED hy LRE LCS Liz 8 D 


CHS, LMA HUTT AATEC, + SHC RAED SORREL | 


$ る の で ある 。 E FE の 記載 に “On the trunk of serrata (Kunugi)" と あ 
2 (Kunugi) は (Kor iara) OEE O CH Ao 農事 試 険 場内 で 控 集 し た 寄 


主 を も“ Quercus sp." と ある 6 は 後に 亡 9 er serrata . で ある こと が E し 


fo 其他 筆者 は 其 の 党 i JUIN OME BZ SUT. - ナ ラ に 寄生 の も ORMEL 
RIEDHSA, PERO SR BT ODE SS GR ORATE CORRE D 
T; 192346 0) X8 X IME + ラ に と を 採集 し た 。 199048 0D REREKAI 
下 中 野 町 附近 で ナラ に 、. 村 松 張 兵 氏 は 同年 5 月 名 古屋 市 鈴 舞 公園 で 同様 の 客 

EC, MARRERO P ER ea roi BB SR EUG. pee ere RANE 
BEREIT, MM BERRET C « ナラ に : Ka DELI. 


オオ ホ タ マ カカ ヒガ ラ ムシ Kermes vastus Kuwasa, 


本 介 毅 貴 は 1907 年 に 穫 者 が ヒメ タマ カ ヒ ガ が ラム ジ と 同 叶 に 眉 界 に 紹介 し た 
IOT, F 寄主 植物 は AG Quercus acutissima ( Quercus glandulifera と d» 
る は 誤 ) で 、 基 型 標本 の 探 集 地 は 西ヶ原 で ある 1928 年 の 大 震 火 災後 岡崎 常 


に 容 生 し た も る の で ある 。1930 年 の 夏 人 筆者 が 中 野 町 で 探 集 し た 本 種 及 び 石 井 氏 


が 大 磯 町 在 で 採集 し た ナ ワ タマ カ ヒ ガ ラム シ か ら は 1 HORRY IME し た の 


NT エー] 


| 太郎 氏 妙 に 筆者 は 情 , を を 東京 附近 で 馬 集 し た こと が あな が 、 何れ る クヌギ ー 
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C. PEWTER ELIT BE EC ZR HR. Ue EE LI, 未知 の も の らし い 。 
MASE DRO LLY bE CH b ILR Brachylarsus 
sp. と し て て 除 記 し て 置く 。 舘 19904 0) BI AMEECK ROO BEL AE BO Wie 
BERE 6 KENET? x PCTEL ORRE Diu. AX BERCH 
COE ERR RAP LUI B 27 NED b 1 HOR SEU. D ito. Od 
山 氏 の 寄主 は ナ ラ カ シ ハ Quércus aliena "C, 近 集 場所 は 水原 の 光 教 山 で あ [A 4 
giae PH KIEO qp SR BOE YL GT b b HINA FERRED b 
アベ マキ Quercus variabilis に 於 て 採集 せ 6 nick me Bt “19304 OX 手元 
に 到 閉 し た 。. 


ムツ レタ マカ ヒガ ラム シ Kermes mutsurensis Kuwana. | 


AIMEE CBLE) ORRADRE 2 BC HE TR ERL 
た 新種 で 、 客 王 植物 は マテ バシ = Pasania edulis, ARRO RERAN 
TRAORE Ch 5, 1924 LOBED TZ AB CRE LED, 標 
本 の 鈴 り 少 き た め 其 位 に な つて ゐ た 。 個々 1930 年 の 初夏 村 総 氏 が 長崎 に 出 
OSAKA nic SEE WRC LeU. ARBCRO. THE 
—EOUJURT. 多数 の 標本 を 得 た ば か り で な く 、 其 後 全 井 氏 よ り 更に 標 
本 の 送致 を 受け て 、 初め て 功 洪 及び 成 点 の 記載 を な し 得 た 。 佑 1930 年 10 月 
下旬 築 者 が 鹿 見 島 懸 下 に 出張 の 際 、 同 懸 立 農事 試験 場 見 玉 義 人 氏 か ら シェ 
Passania sieboldi に 寄生 の Kermes の 標本 を 受け だ 。 一 見 形 の o な ら ぁ 等 相 異 す 
50 CHRD LENE, RAC S AE し た 結果 中 成 部 で は 本 種 と 
司 別 すべ き 特 異同 を 認め な いか ら oy HB OS EL ORR TOR OE 
と 同定 する 


6. A49 ンタ タマ カ ヒ ガ ラム シ Kermes formosanus TAKAHASHI. 


KINLA 1929 年 高橋 氏 が 喜 洪 線 飼 府中 央 研究 所 農 3 部 報告 第 40 S dA 
て 、 初め て 回 界 に 公 に し た 新種 で 、 寄主 植物 は Quercus sp. 基 理 標本 は 1924 
年 5 月 Tattaka で 控 集 せら れ た 。 等 者 は 高橋 氏 の 厚意 意 で プレ パラ ー ト に し た 
1 頭 の 雌 史 を 得 た が 、 そ れ で は 外 説 を 知る こ と を 得 な い の で 遺 憶 と する 。 


7 トマ リタ マカ ヒガ ラム シ Kermes tomarii KUWANA n. Sp. 


Weg XE Edo 538 会 致 せ られ た も の で 、 アベ マキ の 枝 に 和 寄生 し て ゐ た 。 
一 見 ヒメ タマ カ ヒ と ヒガ ラム シ に 私 て ゐる が 、 Bm LONE fb blc KOA 
, REL UT CHE + す る 爽 第 で ある 。 o 
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東部 剖 細 責 に 於 ける Kermes Hbf APMAOD MI Sth, | 


| cuc B 本 [x som xotg 


Specics. ie a a A A 
l. Kermes miyasakii Kuw. + トー 一 | 一 | 一 | クヌギ 
2. Kermes nawae Kuw. + | 一 | 一 ト エキ | 一 | ナラ 、 タ リ 
' 8. Kermes nakagawae Ruw. | +| —| —|—| 一 | ナラ 
4. Kermes vastus Kuw. gua quc || も くみ ds n. 
D. Kermes mutsurensis Kuw. | 上 | — | — | — | 一 | ユマ テバ シンセ M 
6. Kermes formosanus TAKA. xg [eate i seh s カシ の 一 種 
7. Kermes tomarii n. sp. utere + | Pees 


Description of Kermes tomarit Kuw. n. sp.’ 


Adult female :—Usually globular, but slightly broader than long; 
smooth and somewhat shining, and under.à lens faintly punctate. 


Color yellowisli brown or chestnut brown, with several irregular, 


Kevmes fonarü. 


1. Female (side view). 4: Dermal pores of same _ 
2: Female (upper view). 5.. Hind leg ofsame. | 


3. Antenna of same. (all figures more or loss: magnified) © | 
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transverse series of black spots. Ventral surface attached to branch 
very small, covered with thick layer of tough, white secration. 
Anal opening small and. placed on the center of a small, round 
elevation. Antennae of four joints, of which the second is much the 
longest, the third and fourth or terminal joints are of equal length 
and short; formula, 3, (3, 4,) 1. Legs rather short and stout, but 
much longer than the antennae; tibia and tarsus about equal in 
length, claw short and stout with a pair of knobbed hairs. Dermis 
above with numerous simple pores as shown in the figure. 

Diameter :—4-5 mm. l 

Habitat :—On the terminal branches of Quercus variabilis (Abe- 
maki) : Collected by Mr. S. Tomart, ‘Kwangtung, South Manchuria ; 
September 22, 1930. | mE SUL 


yu 
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